
2015年（平成27年）５月 第44号５

萩しーまーと
中澤さかな駅長

　萩漁港・萩魚市場直結の道の駅です。

山口県萩市椿東 4160-61
主要地方道萩川上線　TEL. 0838-24-4937

年間250種にも及ぶ地元産魚介類を中心に、四
季折々の旬味覚を産地価格で提供しています。地
元萩市民の台所として開業しましたが、現在では
多くの観光客からも支持され、山口県を代表する
観光スポットにもなりました。

信州新野千石平
勝野一成駅長

　南信州を南北に走り沿線に民俗芸能

長野県阿南町新野 2700
国道 151 号　TEL. 0260-24-2339

が数多い通称「祭り街道」の交点にある。産地の
直売品売場のほか、この地域ならではのクルミ醤
油の御幣餅とそばがセットされた蔵定食が人気メ
ニューで、馬肉ステーキ定食も若者から好評。夏
のとうもろこし祭りは大にぎわいになる。

さんりく
平田和多利駅長

　四季折々三陸の海で獲れた魚介類を豊

岩手県大船渡市三陸町越喜来井戸洞 95-27
国道 45 号　TEL.0192-44-3241

富に販売しており、名産のホタテやアワビなどは店
内大型水槽にて活きたまま販売しているため鮮度抜
群。食事処でも味わうことができます。三陸特産の
こえだ柿を使った日本で初めての「柿ソフトクリー
ム」も好評をいただいております。

　

日
本
風
景
街
道
の
活
動
関
係
者

に
よ
る
意
見
交
換
会
は
、
全
国
レ

ベ
ル
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
レ
ベ
ル
で

随
時
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
国
政

の
主
要
課
題
で
あ
る「
地
方
創
生
」

を
効
果
的
に
進
め
る
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
、
地
域
連
携
の
大
切
さ
が

重
視
さ
れ
る
折
か
ら
、
モ
デ
ル
的

活
動
を
展
開
し
て
い
る
同
ル
ー
ト

を
改
め
て
意
見
交
換
会
の
場
と
し

た
。

　

参
加
し
た
の
は
「
秩
父
路
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
」
活
動
の
中
心
に
な
っ

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ち
ち
ぶ
ま
ち

づ
く
り
工
房
な
ど
Ｎ
Ｐ
Ｏ
4
団
体

リ
ー
ダ
ー
と
道
の
駅
「
ち
ち
ぶ
」、

秩
父
商
工
会
議
所
、
埼
玉
県
、
風

景
街
道
関
東
地
方
協
議
会
、
風
景

街
道
の
活
動
表
彰
選
定
等
に
関
す

る
委
員
会
（
委
員
長
・
小
濱
哲
横

　

日
本
風
景
街
道
「
秩
父
路

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
ル
ー
ト
の

活
動
を
取
り
上
げ
、
主
要
テ

ー
マ
に
掲
げ
る
地
域
連
携
を

い
っ
そ
う
活
発
に
推
進
す
る

方
策
な
ど
を
学
識
者
、
関
係

機
関
を
交
え
て
話
し
合
う
現

地
意
見
交
換
会
が
３
月
、
開

か
れ
た
。

首都圏の環状道使い新たな交流を
秩父路ルネッサンスで
現地意見交換会

古い街並みに雨のそぞろ歩きも似合う

活発な意見交換会

秩父銘仙を披露する木村さん（右）

浜
商
科
大
教
授
）
の
学
識
者
ら
約

20
人
。

　

同
ル
ー
ト
に
は
秩
父
夜
祭
、
秩

父
札
所
巡
り
、
長
瀞
渓
谷
な
ど
有

名
な
観
光
資
源
が
多
い
。
織
物
の

町
と
し
て
の
歴
史
的
文
化
を
代
表

す
る
秩
父
銘
仙
を
収
集
し
守
る
同

工
房
副
代
表
の
木
村
和
恵
さ
ん
の

「
若
い
人
た
ち
に
地
元
の
文
化
を

知
り
郷
土
を
愛
し
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
で
、
銘
仙
を
着
て
も
ら
う

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
く
」
な
ど
の

活
動
は
広
く
知
ら
れ
る
。
最
近
は

ア
ニ
メ
人
気
の
「
あ
の
花
」
聖
地

巡
礼
の
若
者
や
外
国
人
観
光
客
も

増
え
た
。

　

風
景
街
道
と
し
て
注
目
さ
れ
た

の
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
大
学
、
商
工
・

観
光
団
体
、
交
通
事
業
者
、
行
政

な
ど
地
域
ぐ
る
み
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
密
接
な
う
え
、
魅
力
の

ま
ち
歩
き
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ

ン
ト
開
催
、情
報
発
信
を
は
じ
め
、

地
方
創
生
拠
点
と
な
り
得
る
「
道

の
駅
」
と
の
連
携
も
活
発
な
た
め

だ
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、「
秩
父
ジ

オ
パ
ー
ク
」
に
指
定
さ
れ
荒
川
支

流
の
赤
平
川
岸
に
高
さ
１
０
０

㍍
、
幅
４
０
０
㍍
の
見
事
な
景
観

を
見
せ
る
露
頭
地
層
崖
「
よ
う
ば

け
」
や
、
江
戸
と
信
州
を
結
ぶ
宿

場
の
雰
囲
気
も
残
る
小
鹿
野
町
を

視
察
後
、
地
域
連
携
を
強
化
拡
大

す
る
た
め
の
課
題
、
新
た
な
企
画

の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
。

　

風
景
街
道
関
東
地
方
協
議
会
の

事
務
局
か
ら
、「
道
の
駅
と
の
連

携
と
と
も
に
道
の
駅
を
拠
点
と
し

た
地
域
観
光
や
周
辺
と
の
周
遊
ル

ー
ト
設
定
も
進
め
る
」
な
ど
に
つ

い
て
提
案
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ち
ち
ぶ
ま
ち
づ
く

り
工
房
の
市
川
均
代
表
、
道
の
駅

「
ち
ち
ぶ
」
の
大
島
育
生
支
配
人

ら
活
動
団
体
か
ら
「
ジ
オ
パ
ー
ク

は
じ
め
良
質
な
観
光
資
源
や
イ
ベ

ン
ト
は
あ
る
が
、
う
ま
く
つ
な
ぐ

道
路
が
不
十
分
／
個
々
の
観
光
資

源
は
紹
介
で
き
て
い
る
が
、
全
体

の
総
合
情
報
や
テ
ー
マ
別
情
報
が

少
な
い
／
花
の
種
類
見
頃
な
ど
リ

ア
ル
タ
イ
ム
情
報
を
入
手
で
き
な

い
か
」
な
ど
の
要
望
や
ア
イ
デ
ア

が
出
た
。
地
域
連
携
や
地
方
創
生

に
役
立
つ
よ
う
、
検
討
結
果
は
他

の
風
景
街
道
ル
ー
ト
で
も
参
考
に

し
て
も
ら
う
。

　

大
き
な
関
心
を
集
め
た
の
が
、

首
都
圏
の
環
状
道
路
（
通
称
３
環

状
）
整
備
に
伴
う
自
動
車
交
通
の

様
相
の
変
わ
り
よ
う
だ
。
３
月
７

日
に
都
内
の
首
都
高
速
道
中
央
環

状
線
が
全
線
開
通
し
て
以
来
、
神

奈
川
、
埼
玉
、
茨
城
、
千
葉
県
内

の
圏
央
道
が
相
次
ぎ
部
分
開
通
、

２
０
１
５
年
度
内
に
完
成
率
が
９

割
に
高
ま
る
。

　

都
心
部
の
渋
滞
が
大
幅
に
解
消

し
た
ほ
か
、
東
北
・
関
越
・
中
央

道
方
面
か
ら
羽
田
や
成
田
空
港
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上
。

交
流
の
少
な
か
っ
た
北
関
東
外
周

部
相
互
の
工
業
、
農
林
水
産
業
は

も
ち
ろ
ん
観
光
面
も
好
影
響
を
受

け
始
め
て
い
る
。
関
東
周
辺
の
風

景
街
道
各
ル
ー
ト
も
「
道
の
駅
」

も
積
極
的
に
対
応
し
よ
う
と
い
う

声
が
高
ま
っ
て
い
た
。

　

小
濱
委
員
長
は
、「
秩
父
市
は

山
梨
県
、小
鹿
野
町
周
辺
は
群
馬
、

長
野
県
と
の
結
び
つ
き
が
歴
史
的

に
強
く
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
交
流
が

資
産
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
が
、

現
在
は
希
薄
に
な
っ
て
ま
す
。
３

環
状
線
整
備
の
お
か
げ
で
圏
央
道

や
関
越
道
を
通
じ
た
新
し
い
交
流

が
始
ま
り
ま
す
」と
話
し
て
い
た
。

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん

が
手
が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ

チ
ー
フ
に
、
歴
史
や
文
化
が
道
路
を
介
し

て
未
来
へ
と
続
い
て
い
く
こ
と
へ
の
願
い

を
こ
め
て
表
現
し
た
。

同時開催
「道の駅」フォーラム

５ページ原稿 

聴講の募集については、 月 日（土）以降、公式ウェブサイト で発表

 地方を活性化させる道の駅の機能に関するフォーラムを開催！ 

日 時：２０１５年６月３日（水）１０時３０分～１２時３０分

会 場：東京国際フォーラム「道の駅ＥＸＰＯ」会場内

主 催：読売新聞社

共 催：全国「道の駅」連絡会

登壇者：大石 久和 氏（日本道路協会会長）
藤井 聡 氏（内閣官房参与）他

内 容：道の駅の有用性、機能、地方経済に与える影響などに
ついての講演とパネルディスカッション

入場料：無料（聴講者は も入場無料）


